
ご寄付をいただきありがとうございました 

皆様のご厚意は、社会福祉法人やまゆりの福祉事業に活用させていただきます。 

ここに謹んでご厚情に感謝し厚くお礼申し上げます。 (令和元年７月１９日 ～ 令和元年１０月１８日受付分まで) 

【香典返し】                          【一般寄付】                    

石崎 睦博 様 様 【吉野】                 匿名 様 (1名)       四つ葉会 様  

佐々木 徳生 様 【一窪田】              永島 長徳 様 【大呂】 
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令和元年(2019)10 月 21 日発行 

contents 
2～４ やまゆり事業所紹介 

・特別養護老人ホームやまゆり苑 

・通所かがやきの家 

  4  法人からのお知らせ 

佐田地域認知症 

サポーター養成講座を開催します 

日時 ：令和元年 11月 19日(火) 

    13：30～15：30 

場所 ：窪田コミュニティーセンター 

内容 ：講座・寸劇など 

対象者：町内の方どなたでも参加できます 

    ※当日、窪田コミセンまでお越しください 

認知症サポーターとは(サポーター養成講座を受けた人) 

とくに認知症サポーターにはなにかをとくべつにやってもらうものではありません。認

知症を正しく理解してもらい、認知症の人や家族を温かく見守る応援者になってもらいま

す。そのうえで、自分のできる範囲で活動できればいいのです。たとえば、友人や家族に

その知識を伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解するよう努める、隣人あるい

は商店・交通機関等、まちで働く人として、できる範囲で手助けをする、など活動内容は

人それぞれです。 

また、サポーターのなかから地域のリーダーとして、まちづくりの担い手が育つことも

期待されます。なお、認知症サポーターには認知症を支援する「目印」として、ブレスレ

ット（オレンジリング）をつけてもらいます。この「オレンジリング」が連繋の「印」に

なるようなまちを目指します。 

 

主催 ：社会福祉法人やまゆり 

連絡先：出雲市佐田町一窪田 1961-5 

    Tel 0853-85-8000   fax 0853-85-8010 

 

～認知症を正しく理解し、地域で支える力を育てましょう～ 



  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-2- -3- 

9月 14日（土）敬老会を開催しました。やまゆり苑ホールにて特養ご利用者、短期入所ご利用者、ご

家族の方々に参加をして頂きました。 

令和元年度の敬老会では新百歳のご利用者 1名、米寿のご利用者 5名のお祝いをしました。 

記念品の贈呈 

出雲市とユニット職員から記念品が贈られました。出雲市からはタオルケット、ユニットからはタオル

や衣類、サングラス等、個人のご希望に合わせた物がプレゼントされました。記念品贈呈の後はご家族や

ユニット職員から手紙を読みました。 

恒例のアトラクション 

毎年、皆さんに楽しんで頂けるように実行委員会が企画を考えます。今年は職員による「やまゆり苑 の

ど自慢大会」を行いました。3組 6名の出演者（職員）とゲストに石崎理事長が参加され、会場を盛り上

げて下さいました。 

 

通所かがやきの家では、利用者様のわくわくと楽しみのある生活を支えています。 

イベント・・外出や行事は特別な時間で、思いで作りに残ります。 

 さだ予防教室では、体と心を動かしてはりのある生活を目標としています。 

通所かがやきの家では、利用者様のわくわくと楽しみのある生活を支えています。 

共同作品作り・・一緒にひとつの物を作ると、会話も増えます。 

 地域や自宅での役割や活動を

安心して続けられるように、足の

力を付ける運動をしています。 

 レクリエーションを通して、人

との交流を深めています。 


